
研究所の実験施設と共同利用機器

研究所は、“がん”の克服を目指し
て、最先端の研究を展開しています。
最先端の研究を進めるために必要

な実験施設や精密分析機器などのう
ち、研究所全体で共同で利用してい
る実験施設や機器は、中央実験室が
維持・管理しています。そのうち、
使用頻度の高い機器や最近整備され
た機器を紹介します。

中央実験室
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蛍光実体顕微鏡
蛍光実体顕微鏡は、動物実験におい

て、蛍光の目印を付けた腫瘍細胞等を
、実体顕微鏡により観察できる機器で
ある。実験動物ごと、あるいは臓器ご
とに観察したり、定量することができ
る。腫瘍がどの臓器に分布しているの
か、また、臓器内でどのように分布し
ているのかを観察できる。転移・浸潤
の研究には必須の機器である。



顕微鏡
本体

制御・解析用パソコン



凍結切片作製装置は、凍結処理した生
体試料を、ごく薄く切断する専用装置
である。薄く切断された生体試料（切
片）は、スライドグラス上に載せられ、
さまざまな試薬や抗体を用いて、解析
をすることができる。

凍結切片作製装置



凍結切片作成装置全体像



レーザーマイクロダイセクション

レーザーマイクロダイセクションは、

スライドガラス上の組織切片を顕微鏡下

で観察しながら、混在する複数の細胞集

団のなかから目的とする細胞塊をレー

ザーによって切り出し、採取、回収する

ことのできる装置である。回収したサン

プルは、分子生物学的な手法等を用いた

解析に用います。
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共焦点レーザー顕微鏡

共焦点レーザー顕微鏡は、特定の焦

点面（水平面）において、特定の蛍光

だけを取得できる顕微鏡である。特定

の焦点面だけの画像を取得できるため、

鮮明な画像が取得できる。また、特定

の蛍光だけを取得できるため、複数の

蛍光を別々の画像として取得し、複数

の蛋白質の存在位置の関係を調べるこ

とができる。
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次世代DNA シーケンサ

次世代DNAシーケンサは、従来のDNA

シーケンサーの1億から10億倍のデータ

を取得することが可能な機器である。１

台の次世代シーケンサーを用いると、何

百台という従来型シーケンサーで10年ほ

ど要したデータをわずか数日で取得でき

る。今日のがんの基礎および臨床研究で

は、大規模な塩基配列情報を一斉解析す

ることは、必要不可欠である。
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細胞蛍光イメージャー

細胞蛍光イメージャーは、細胞の観

察、および蛍光ラベルを高解像度、高

感度で画像を取得できる顕微鏡システ

ムである。さまざまな条件で培養した

細胞の形態、生細胞・死細胞の観察、

薬剤感受性などを観察、解析すること

ができる。また、通常の環境で使用可

能であり、実験台に設置して、日常的

に使用できる機器である。



オールインワンタイプの機器で
あり、本体の中に制御・解析用
コンピュータも内蔵されている。

本体



食道がんにおけるミトコンドリア
DNA の変異・多型

はじめに

中央実験室では、室独自の研究も行ってい

ます。

ミトコンドリアは細胞内に存在する細胞

内小器官であり、細胞内で消費するエネル

ギーの生産に関わっています。また、ミト

コンドリアは、独自のDNA を持ちます。

中央実験室



食道がん腫瘍について、ミトコンドリ
アDNA の変異を検索しました。

ミトコンドリアの構造

ヒトの細胞の中には、核、ミトコンドリ
ア、ゴルジ体などの細胞内小器官が存在
します（図１）。それぞれの役割を分担
しています。核の中には、DNA が存在
し、核ゲノムDNA と呼ばれています。
一方、ミトコンドリアにも独自のDNA 
が存在し、ミトコンドリアDNA と呼ば
れています（図２）。
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図１．ヒト細胞の模式図 図２．ヒト細胞のミトコンドリア
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ミトコンドリアDNA の変異

食道がん腫瘍と食道正常部位のミトコンドリアDNA 

の変異を解析しました。図３の↓例示したような変

異が、38例中、13例（34％）について生じてお

り、食道がんのミトコンドリアは、高頻度に変異を

生じていることが明らかになりました。

症例 89 正常組織症例 74 正常組織

症例 89 腫瘍症例 74 腫瘍

図３．ミトコンドリアDNA の変異の例



ミトコンドリアDNA の多型

ミトコンドリアDNA の中で多型が多く

見つかっているD-loop 領域（図２）に

ついて、食道がん患者、及び非がん患者

の多型を検索し、比較する実験を計画し

ました。

PCR と言う手法を用いて、D-loop 領

域のDNA を増幅し、塩基配列を決定し

た後、標準配列と比較しました（図４）。



多型の位置

標準配列

食道がん患者の
DNA の塩基配列
（１例）

図４．ミトコンドリアDNA の多型の例

現在、食道がん患者、及び非がん患者、

それぞれ185例の多型を検索しています。


